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美浜町

北西郷公民館

☎ 32‐2654　FAX 32‐2655

メール　minami-k@kl.mmnet-ai.ne.jp

美浜町

耳公民館

美浜町

山東公民館

　地区公民館は 3 つの理念 ｢ つどう・まなぶ・むすぶ ｣ を掲げ、地域に密着
した公民館としての使命と役割を果たしてきました。
　近年、急速な少子高齢化に伴う地域課題が増加しており、特に防災や福祉、
健康づくり等の面で、地域の繋がりが重要視されています。
　地区公民館を活用し、活力のある、住みやすい地域を作っていきましょう。

地域活動の拠点 ｢ 地区公民館 ｣

☎ 32‐0317　FAX 32‐3317

メール　kita-k@kl.mmnet-ai.ne.jp

●住　　所

　美浜町笹田 15‐1

　( 旧北地区公民館 )

●住　　所

　美浜町山上 1‐11‐1

　( 佐田出張所併設 )

☎ 38‐1001　FAX 38‐1001

メール　sandou-k@kl.mmnet-ai.ne.jp

●住　　所

　美浜町河原市 8‐8

　（美浜町歴史文化館に併設）

☎ 32‐0027　FAX 32‐0615

メール　bunkazai@town.fukui-mihama.lg.jp

美浜町

南西郷公民館

●住　　所

　金山 14‐1( 旧文化財室 )

菅浜分館 丹生分館新庄分館 西分館

　

平
成
28
年
4
月
か
ら
、
町
内
の
地
区
公

民
館
が｢

北
西
郷
公
民
館
、
南
西
郷
公
民

館(

※)

、
耳
公
民
館
、
山
東
公
民
館｣

の
4
館
体
制
と
な
り
ま
し
た
。

　

町
で
は
、
こ
れ
ま
で
各
小
学
校
に
地
区

公
民
館
を
併
設
し
、
各
校
長
を
公
民
館
長

に
兼
任
し
て
運
営
し
て
き
ま
し
た
が
、
地

区
公
民
館
の
機
能
を
強
化
し
、
更
な
る
住

民
参
加
を
促
す
た
め
、
地
区
公
民
館
を
小

学
校
か
ら
独
立
さ
せ
ま
し
た
。

●住　　所

　美浜町新庄 65‐66

　( 旧新庄小学校 )

●住　　所

　美浜町興道寺 38‐1

　( 子育て支援センターに

併設 )

●住　　所

　美浜町菅浜 70‐8‐2

　( 旧菅浜小学校 )

●住　　所

　美浜町丹生 62‐1

　( 旧丹生小学校体育館等 )

※貸館業務のみ ※貸館業務のみ
※貸館業務のみ

※貸館業務のみ

※現在改修中

　

地
区
公
民
館
で
は
、
公
民
館
講
座
の
実

施
や
、
体
育
大
会
や
敬
老
会
等
の
レ
ク

レ
ー
シ
ョ
ン
の
開
催
、
地
域
の
各
種
団
体

と
の
連
絡
調
整
等
を
行
い
な
が
ら
、
地
域

活
動
の
活
性
化
や
人
と
人
と
の
繋
が
り
の

形
成
、
地
域
課
題
の
解
決
を
図
り
ま
す
。

　

ま
た
、
施
設
の
貸
し
出
し
や
、
身
近
な

行
政
相
談
窓
口
と
し
て
地
域
と
行
政
を
つ

な
ぐ
役
割
も
担
い
ま
す
。

●対象地区

　北地区

　(408 世帯、1,091 人）

※開館時間や休館日等については、電話でお問い合わせいただくか、各公民館が発行する便り等をご確認ください。

※
お
問
い
合
わ
せ
先

　

町
生
涯
学
習
課(
担
当･

木
谷
）

☎
32
‐
１
２
１
２

地
区
公
民
館
再
生
の
経
緯

地
区
公
民
館
の
役
割

●対象地区

　南地区

　(846 世帯、2,342 人）

●対象地区

　耳地区

　（1,204 世帯、3,683 人）

●対象地区

　東地区

　(920 世帯、2,900 人）

●主な活動

・北地区レクレーション大会

・ゲートボール大会

・きたきたネット

  ( 地域 ･ 学校協議会 )

・家庭教育学級

●主な活動

・南地区体育祭

・南地区卓球大会

・南地区ソフトバレー大会

・南地区敬老会

・南地区、北地区合同

　ゲートボール大会

・学校開放事業 ( 読書サークル、

　歌声サークル、園芸サークル )

・家庭教育学級

●主な活動

・耳地区ゲートボール大会

・耳地区体育祭

・家庭教育学級

●主な活動

・山東公民館ゲートボール大会

・東小校下合同敬老会

・東地区体育大会

・東っ子ふれあい広場

・家庭教育学級

北地区レクレーション大会 ( 北西郷公民館 )

(

※)

南
西
郷
公
民
館
は
、
9
月
末
ま
で
改
修
工
事
を

行
っ
て
い
ま
し
た
が
、
11
月
よ
り
供
用
を
開
始
し
ま
し

た
。

公民館で図書の貸し出しが
できるようになります

● 利用方法

　①公民館で借りたい図書を予約します。

　②後日、公民館で図書を貸し出しします。

地区公民館 F
フ ェ イ ス ブ ッ ク

acebook ページを
開設しました

　 各 公 民 館 の Facebook

ページを開設しました。

　活動の様子やお知らせ等

の情報を随時更新していま

す。ぜひご覧ください。

● サービス開始

　平成 28 年 11 月 1 日～

　町立図書館の図書の貸し出しが、

お近くの地区公民館でできるようになります。

● 検索方法

Facebook 検索フォームから、

館名 ( 美浜町○○公民館 ) で検索してください。

　どの年代も気軽に参加

できるような活動を計画

しました。公民館活動に

一人でも多くの方に参加

していただき、公民館を

拠点とした北地区の活性

化を図ります。

館長　東田 仁幸 館長　今村 安宏

館長　河合 政志

　南地区のまちづくりの

拠点施設として、地域の

方に気軽に立ち寄ってい

ただける公民館にしてい

きます。

　地域の皆さんに、より一層

親しんでいただき、館の部屋

を有効に使っていただけるよ

う周知していきます。また、

新たな講座等、新しい活動を

創るため、運営組織の構築を

進めます。

館長　上田 秀夫

　今年度を、公民館の基

礎作り期間として、皆さ

んからの助言やご協力を

頂きながら、公民館の充

実を図っていきます。

地区公民館の 3 つの理念

　◎つどう…公民館は、生活の中で気軽に人々が集うことができる場です。

　◎まなぶ…公民館は、自らの興味関心に基づいて、知識や技術を学ぶための場です。

　◎むすぶ…公民館は、地域のさまざまな機関や団体のネットワーク、また、世代間交流の場です。
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環
境

美
浜
の

environment

シ
リ
ー
ズ
96

　
　
　

月
８
日
に
、
東
京
都
内

　
　
　

で
東
京
美
浜
会(

会
長･

田
中
健
氏)

の
第
28
周
年
総
会
並

び
に
懇
親
会
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

　

東
京
美
浜
会
は
、
首
都
圏
に
在

住
の
美
浜
町
出
身
者
で
構
成
さ
れ

て
お
り
、
現
在
の
会
員
数
は
、
約

１
２
０
人
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

総
会
で
は
、
戸
嶋
副
町
長
と

松
田
議
長
が
、
町
の
近
況
を
報

告
。
町
の
人
口
が
平
成
28
年
に

10

｢東京美浜会｣の総会が開催されました
■ お問い合わせ先
　・東京美浜会幹事長　山口 司朗 氏 ☎045-584-7945
　・町企画政策課　(担当･村上) ☎32‐6701

1
万
人
を
割
り
、
町
を
元
気
に
す

る
た
め
の
施
策
を
一
層
進
め
て
い

く
こ
と
や
、
昨
年
7
月
に
舞
鶴
若

狭
道
が
開
通
し
、
若
狭
美
浜
イ
ン

タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
近
く
で
、
美
浜
東

『
美う
ま

し
野の

』
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
の
分

譲
を
開
始
し
た
こ
と
、
若
狭
美
浜

イ
ン
タ
ー
産
業
団
地
に
初
の
企
業

進
出
が
決
定
し
た
こ
と
、
ま
た
、

観
光
の
核
と
な
る
三
方
五
湖
に
つ

い
て
は
、
若
狭
町
と
協
力
し
、
水

鳥
や
植
生
等
を
調
査
し
て
、
世

界
農
業
遺
産
へ
の
登
録
を
目
指

し
て
い
る
こ
と
等
を
話
し
ま
し

た
。

　

そ
の
後
、
事
業
報
告
や
会
計

報
告
等
に
つ
い
て
事
務
局
か

ら
提
案
さ
れ
、
承
認
さ
れ
ま
し

た
。

　

懇
親
会
で
は
、
ふ
る
さ
と
美

浜
の
ス
ラ
イ
ド
放
映
や
歌
手
の

Ｋ
Ｅ
Ｎ
‐
1
氏
の
リ
サ
イ
タ
ル

が
行
わ
れ
、
会
員
は
故
郷
の
美

浜
に
思
い
を
馳
せ
て
お
ら
れ
ま

し
た
。

　

東
京
美
浜
会
で
は
、
美
浜
町

出
身
者
で
、
首
都
圏
に
お
住
ま

い
の
方
を
対
象
に
会
員
を
募
集

し
て
い
ま
す
。
ご
本
人
を
は
じ

め
、
ご
親
戚
や
ご
友
人
が
お
ら

れ
ま
し
た
ら
、
お
気
軽
に
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

町職員が東京日本橋の居酒屋での研修成果を報告
美
さ と

浜と都
ま ち

市連携交流事業
■ お問い合わせ先
　・町総務課(担当･片山) ☎32‐6700
　・町みはまブランド開拓課(担当･渡辺) 
　　☎32‐6714

↑店員役と客役に分かれ、接客を実演する職員ら

美浜町のニュース
MIHAMA NEWS

美浜町出身で首都圏在住の方で構成される会

↑自主研修の内容を説明する職員

　
　
　

月
23
日
に
、
町
職
員
派
遣

　
　
　

研
修
の
成
果
報
告
会
が
町

役
場
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
報
告
会
は
、
6
月
か
ら
7

月
に
か
け
て
行
っ
た
東
京
都
日
本

橋
の
居
酒
屋｢

熟
成
魚
場 

福
井
県

美
浜
町｣

で
の
研
修
の
成
果
を
発

表
し
、
今
後
の
ま
ち
づ
く
り
に
活

か
し
て
い
こ
う
と
開
催
し
た
も
の

で
、
山
口
町
長
を
は
じ
め
町
職
員

ら
約
60
人
が
出
席
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
研
修
に
参
加
し
た
町

職
員
6
人
が
、
店
舗
で
の
研
修
内

容
を
報
告
。
1
日
の
業
務
の
流
れ

や
、
接
客
を
通
じ
て
感
じ
た
こ
と

等
を
話
し
た
ほ
か
、
料
理
を
提
供

す
る
際
の
接
客
を
実
演
し
ま
し

9

た
。

　

ま
た
、
研
修
期
間
中
に
自
ら
課

題
を
設
け
て
行
っ
た
自
主
研
修
の

内
容
も
報
告
し
、
全
国
の
特
産
品

を
取
り
扱
う
ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ

や
他
市
町
の
物
産
展
等
、
町
の
施

策
の
参
考
と
な
る
事
例
を
紹
介
し

ま
し
た
。

　

研
修
に
参
加
し
た
藤
田
大
輔
主

事(

上
下
水
道
課)

は｢

お
客
様
が

料
理
を
お
い
し
い
と
言
っ
て
食
べ

る
様
子
を
見
て
、
美
浜
の
食
材
は

ど
こ
に
で
も
通
用
す
る
と
思
え

た
。
こ
れ
ま
で
以
上
に
町
の
良
い

と
こ
ろ
を
Ｐ
Ｒ
し
て
い
き
た
い｣

と
話
し
ま
し
た
。

循環型社会を目指して

①
古
紙
の
リ
サ
イ
ク
ル

　

町
で
は
、
現
在
、
古
紙
と
し
て
新
聞･

雑
誌･

ダ
ン
ボ
ー
ル
に
分
け
て
月
1
回
収

集
し
て
い
ま
す
。
集
め
た
古
紙
は
、
回
収

業
者
に
よ
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
禁
忌
品(

防

水
加
工
紙
や
カ
ー
ボ
ン
紙
、
印
画
紙
の
写

真
等)

が
取
り
除
か
れ
、
品
種
ご
と
に
プ

レ
ス
機
で
圧
縮
梱
包
さ
れ
ま
す
。そ
の
後
、

全
国
の
製
紙
メ
ー
カ
ー
に
出
荷
さ
れ
、
ト

イ
レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー
や
ダ
ン
ボ
ー
ル
、
新

聞
紙
等
の
新
た
な
製
品
へ
と
生
ま
れ
変
わ

り
ま
す
。

　

可
燃
ご
み
と
し
て
焼
却
す
る
ご
み
の
中

に
は
、
ま
だ
ま
だ
資
源
と
な
り
う
る
も
の

が
多
く
含
ま
れ
て
い
ま
す
。
最
近
は
、
メ

モ
用
紙
や
チ
ラ
シ
、
お
菓
子
の
紙
箱
等
、

資
源
と
な
る｢
雑
が
み(

※)｣

が
可
燃

ご
み
と
し
て
捨
て
ら
れ
る
ケ
ー
ス
が
特
に

多
く
な
っ
て
い
ま
す
。
雑
が
み
は
、
資
源

と
し
て
リ
サ
イ
ク
ル
す
る
意
識
が
低
く
な

り
が
ち
で
す
。
意
識
的
に
分
別
し
、
リ
サ

イ
ク
ル
し
ま
し
ょ
う
。

　近年、大量生産･大量消費･大量廃棄という『一方通行型社会･使い捨て型

社会』のあり方が環境問題として取り上げられています。限りある資源の消

費を抑え、環境への負荷を減らすためには、資源の効率的な利用と再生産を

行い、資源を持続可能な形で循環させる『循環型社会』づくりが必要です。

　今月号では、循環型社会の基礎となる取り組み『3R(リデュース･リユー

ス･リサイクル)』のうち、リサイクルに焦点を当て紹介します。

　

町
で
は
、
家
庭
か
ら
排
出
さ
れ
る
食
用

廃
油(
使
用
済
み
天
ぷ
ら
油)

を
回
収
し

て
い
ま
す
。
回
収
さ
れ
た
食
用
廃
油
は
、

工
業
用
の
潤
滑
油
の
代
用
品
や
、
家
畜
用

の
飼
料
用
添
加
物
と
し
て
活
用
さ
れ
ま

す
。

　

町
で
は
、
現
在
、
古
紙
や
廃
油
の
ほ
か

に
も
空
き
缶
や
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
等
の
資
源

ご
み
を
分
別
回
収
し
て
お
り
、
そ
の
一
部

を
業
者
に
売
却
す
る
こ
と
で
町
の
貴
重
な

収
入
源
と
し
て
い
ま
す
。
処
分
に
か
か
る

費
用
を
抑
え
、
収
入
も
得
る
こ
と
が
出
来

る
た
め
、
経
済
的
に
も
プ
ラ
ス
と
な
り
ま

す
。

②
食
用
廃
油
の
リ
サ
イ
ク
ル

環
境
面
以
外
で
の
メ
リ
ッ
ト

※
お
問
い
合
わ
せ
先

　

町
住
民
環
境
課(

担
当･

藤
村
）

☎
32
‐
６
７
０
３

(

※)

新
聞･

雑
誌･

段
ボ
ー
ル･

紙
パ
ッ

ク
以
外
に
も
リ
サ
イ
ク
ル
可
能
な
紙

■
集
積
所
へ
の
出
し
方

　

天
か
す
等
を
取
り
除
き
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト

ル
等
に
入
れ
て
、
町
内
8
か
所(

町
役
場
、

佐
田
出
張
所
、
体
育
セ
ン
タ
ー
、
漁
業
協

同
組
合
本
所
、
漁
業
協
同
組
合
菅
浜
支
所
、

漁
業
協
同
組
合
丹
生
支
所
、
県
漁
連
早
瀬

支
所
、
新
庄
区
事
務
所)

に
設
置
さ
れ
た

回
収
場
所
に
出
し
て
く
だ
さ
い
。

■
集
積
所
へ
の
出
し
方

①
新
聞･

広
告

　

20
～
30
㎝
の
厚
み
に
し
て
、
ひ
も
で
十

字
に
し
ば
っ
て
出
し
て
く
だ
さ
い
。
新
聞

と
広
告
は
混
在
し
て
い
て
も
構
い
ま
せ

ん
。

②
ダ
ン
ボ
ー
ル･

厚
紙

　

ダ
ン
ボ
ー
ル
箱
は
つ
ぶ
し
て
平
た
く
伸

ば
し
て
か
ら
、
ひ
も
で
十
字
に
し
ば
っ
て

出
し
て
く
だ
さ
い
。

③
本(

雑
誌
、
小
説
等)

　

20
～
30
㎝
の
厚
み
に
し
て
、
ひ
も
で
十

字
に
し
ば
っ
て
出
し
て
く
だ
さ
い
。

④
紙
パ
ッ
ク(

牛
乳
パ
ッ
ク
、酒
パ
ッ
ク
等)

　

水
洗
い
し
た
あ
と
、
切
り
開
い
て
乾
か

し
、
ひ
も
ま
た
は
輪
ゴ
ム
で
束
ね
て
出
し

て
く
だ
さ
い
。

⑤
そ
の
他
紙
類(

小
さ
な
紙
切
れ
や
た
ば

こ
の
空
箱
等)

　

雑
誌
等
に
は
さ
む
か
、
レ
ジ
袋
か
ダ
ン

ボ
ー
ル
箱
等
に
入
れ
て
き
ち
ん
と
口
を
結

ん
で
出
し
て
く
だ
さ
い
。

↑役場の各課に設置してある
　古紙専用のごみ箱

↑食用油回収ボックス
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今回の報告では、9月16日から10月17日までの美浜発電所の
状況等についてお知らせします。

美浜発電所の状況

美浜1号機 運転終了(平成27年4月27日)

美浜2号機 運転終了(平成27年4月27日)

美浜3号機 第25回定期検査中(平成23年5月14日～)

関
西
電
力
㈱
美
浜
発
電
所
3
号
機
の

原
子
炉
設
置
変
更
許
可
申
請
書
が
認

可
さ
れ
ま
し
た

　

10
月
5
日
の
原
子
力
規
制
委
員
会
に
お

い
て
、
関
西
電
力
㈱
が
申
請
し
、
同
委
員

会
で
審
査
し
て
い
た
原
子
炉
設
置
変
更
許

可
申
請
が
認
可
さ
れ
ま
し
た
。
原
子
炉
設

置
変
更
許
可
申
請
は
、
平
成
27
年
3
月
17

日
に
規
制
委
員
会
に
申
請
し
、
美
浜
3
号

機
の
安
全
対
策
が
新
規
制
基
準
に
適
合
し

て
い
る
か
を
審
査
す
る
申
請
の
一
つ
で
、

原
子
炉
施
設
の
設
置
に
係
る
基
本
設
計
及

び
体
制
の
整
備
等
の
基
本
方
針
を
変
更
す

る
た
め
の
申
請
で
す
。
今
年
8
月
3
日
に

審
査
書
案
が
規
制
委
員
会
で
了
承
さ
れ
た

後
、
1
个
月
間
意
見
公
募
が
行
わ
れ
、
今

回
の
審
査
書
が
取
り
ま
と
め
ら
れ
、
認
可

さ
れ
ま
し
た
。

　

本
申
請
に
お
け
る
美
浜
発
電
所
の
安
全

対
策
と
し
て
、
次
の
よ
う
な
基
本
方
針
を

示
し
て
い
ま
す
。

②
重
大
事
故
進
展
防
止
対
策

　

冷
却
用
電
源
や
冷
却
手
段
の
多
様
化･

　

多
重
化
等

　

今
後
は
、
原
子
炉
施
設
の
詳
細
設
計
に

つ
い
て
技
術
基
準
を
満
た
し
て
い
る
か
を

審
査
す
る｢

工
事
計
画
認
可
申
請｣

、
原

則
40
年
と
さ
れ
て
い
る
運
転
期
間
を
延
長

す
る
場
合
に
、
定
め
ら
れ
た
技
術
基
準
に

適
合
し
て
い
る
か
を
審
査
す
る｢

運
転
期

間
延
長
認
可
申
請｣

に
つ
い
て
、
運
転
開

始
か
ら
40
年
を
迎
え
る
本
年
11
月
30
日
ま

で
に
規
制
委
員
会
か
ら
の
許
認
可
が
必
要

と
な
り
ま
す
。
ま
た
、
原
子
力
発
電
所
の

運
転
の
際
に
実
施
す
べ
き
事
項
や
、
従
業

員
の
保
安
教
育
の
実
施
方
針
な
ど
、
発
電

所
保
安
の
た
め
に
遵
守
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
基
本
的
な
事
項
を
記
載
し
た｢

保
安

規
定
変
更
認
可
申
請｣

の
許
可
が
、
再
稼

働
ま
で
に
必
要
と
な
り
ま
す
。

　

｢

工
事
計
画
認
可
申
請｣

及
び｢

運
転

期
間
認
可
申
請｣

の
許
認
可
が
11
月
末
の

期
限
ま
で
に
得
ら
れ
た
場
合
は
、
計
画
に

基
づ
く
新
規
制
基
準
に
対
応
す
る
安
全
対

策
工
事
を
実
施
す
る
こ
と
と
な
り
、
関
西

電
力
で
は
、
全
て
の
対
策
工
事
が
完
了
す

る
ま
で
に
2
～
3
年
を
想
定
し
て
い
ま

す
。

　

町
と
し
て
も
、
安
全
確
保
を
第
一
に
進

め
ら
れ
る
こ
と
に
注
視
し
て
い
き
ま
す
。

　

今
回
の
認
可
に
よ
り
、
各
対
策
に
つ
い

て
、
規
制
委
員
会
か
ら
了
承
さ
れ
た
こ
と

に
な
り
ま
す
。

福
井
県
原
子
力
発
電
所
所
在
市
町
協
議

会
で
国
へ
核
燃
料
サ
イ
ク
ル
政
策
の
維

持
を
要
請

　

9
月
20
日
に
、
原
子
力
発
電
所
が
立
地

す
る
県
内
の
4
市
町
の
首
長
、
議
長
で
構

成
す
る｢

福
井
県
原
子
力
発
電
所
所
在
市

町
協
議
会(

以
下
、
立
地
協)｣(

会
長
：

山
口
美
浜
町
長)

は
、
新
聞
等
で
の
、
日

本
原
子
力
発
電
研
究
開
発
機
構
高
速
増

殖
原
型
炉
も
ん
じ
ゅ(

敦
賀
市)

の
廃
炉

に
関
す
る
報
道
を
受
け
て
、
国
に
対
し
、

核
燃
料
サ
イ
ク
ル(

※)

に
お
け
る
も
ん

じ
ゅ
の
役
割
、
意
義
を
訴
え
、
核
燃
料
サ

イ
ク
ル
の
着
実
な
推
進
等
を
要
請
し
ま
し

た
。

　

当
日
は
、
文
部
科
学
省
や
内
閣
府
、
経

済
産
業
省
を
訪
問
し
、
次
の
3
項
目
に
つ

い
て
要
請
し
ま
し
た
。

①
エ
ネ
ル
ギ
ー
基
本
計
画
に
明
記
さ
れ
て

　

い
る
核
燃
料
サ
イ
ク
ル
を
必
要
な
資
源

　

を
投
入
し
、
政
府
の
責
任
で
着
実
に
推

　

進
す
る
こ
と
。

　

こ
の
要
請
に
対
し
、
国
か
ら
は
次
の
と

お
り
回
答
が
あ
り
ま
し
た
。

　

こ
の
要
請
の
翌
日
、
政
府
の
原
子
力
関

係
閣
僚
会
議
に
お
い
て
、
も
ん
じ
ゅ
に
つ

い
て
、
廃
炉
を
含
め
た
抜
本
的
な
見
直
し

を
行
う
こ
と
で
合
意
さ
れ
ま
し
た
。
ま

た
、
核
燃
料
サ
イ
ク
ル
政
策
は
維
持
す
る

と
し
、
今
後
の
高
速
炉
開
発
に
つ
い
て
は

経
済
産
業
省
を
中
心
と
し
て
、
関
係
機
関

や
民
間
事
業
者
で
構
成
さ
れ
る
『
高
速
炉

開
発
会
議
』
に
て
議
論
す
る
こ
と
も
決
定

さ
れ
ま
し
た
。
10
月
7
日
に
は
第
1
回
目

の
会
合
が
開
催
さ
れ
、
今
後
会
合
を
重

ね
、
年
末
ま
で
に
高
速
炉
の
開
発
方
針
案

を
策
定
し
、
政
府
の
原
子
力
関
係
閣
僚
会

議
に
て
高
速
炉
開
発
の
方
針
を
示
す
予
定

で
す
。

　

町
で
は
立
地
協
の
会
員
間
の
連
携
を
図

り
な
が
ら
、
高
速
炉
開
発
会
議
の
動
向
に

注
視
し
、
国
の
原
子
力
政
策
に
対
す
る
課

題
や
問
題
等
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

(

※)

核
燃
料
サ
イ
ク
ル

美
浜
東
小
学
校
で
原
子
力
防
災
訓
練
が

実
施
さ
れ
ま
し
た

　

9
月
28
日
に
、
美
浜
東
小
学
校
で
大
飯

発
電
所
3
号
機
で
の
事
故
を
想
定
し
た
原

子
力
防
災
訓
練
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
こ

の
訓
練
は
、
早
朝
に
発
生
し
た
地
震
に
よ

る
大
飯
発
電
所
3
号
機
の
事
故
が
進
展

し
、大
気
中
に
放
射
性
物
質
が
放
出
さ
れ
、

小
学
校
周
辺
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
ポ
ス
ト
で

基
準
値
を
超
え
る
濃
度
の
放
射
性
物
質
が

検
出
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
大
野
市
へ
の
広

域
避
難
の
た
め
に
児
童
を
保
護
者
に
引
き

渡
す
事
象
と
な
っ
た
想
定
で
、
8
月
末
に

実
施
さ
れ
た
福
井
県
原
子
力
防
災
訓
練
を

参
考
に
、
学
校
が
独
自
で
企
画
し
、
実
施

さ
れ
ま
し
た
。

　

訓
練
で
は
、
事
態
の
進
展
に
伴
う
美
浜

東
小
学
校
と
町
と
の
情
報
伝
達
訓
練
や
、

児
童
の
屋
内
退
避
訓
練
等
を
実
施
し
た

後
、
保
護
者
へ
の
引
き
渡
し
訓
練
が
実
施

さ
れ
ま
し
た
。
引
き
渡
し
訓
練
で
は
、
教

員
の
指
示
で
体
育
館
に
集
ま
っ
た
児
童

を
、
保
護
者
に
見
立
て
た
教
員
に
、
緊
急

時
引
渡
カ
ー
ド
で
照
会
し
、
引
き
渡
す
と

い
う
手
順
の
確
認
を
行
い
ま
し
た
。

　

町
で
は
、学
校
と
連
携
を
と
り
な
が
ら
、

防
災
訓
練
等
を
通
じ
、
非
常
時
の
通
信
や

対
応
の
手
順
を
確
認
す
る
等
、
災
害
時
に

円
滑
な
対
応
が
で
き
る
よ
う
努
め
て
い
き

ま
す
。

↑緊急時引渡カードで保護者と児童を
　照会後、引き渡しを実施

　

原
子
力
発
電
所
で
使
い
終
え
た
燃
料
を
再
処

理
し
て
、
取
り
出
し
た
ウ
ラ
ン
と
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム

を
再
び
原
子
力
発
電
の
燃
料
と
し
て
再
利
用
す

る
仕
組
み
の
こ
と
。
エ
ネ
ル
ギ
ー
基
本
計
画
で

は
、
ウ
ラ
ン
資
源
等
の
有
効
利
用
は
も
と
よ
り
、

高
レ
ベ
ル
放
射
性
廃
棄
物
の
減
容(

体
積
の
低

減)･

有
害
度
の
低
減(

半
減
期
の
短
縮)

の
観

点
か
ら
も
重
要
な
位
置
づ
け
と
な
っ
て
い
る
。

↑経済産業省中川俊直政務官に要請書を渡す
　山口町長

原子炉設置変更許可申請

工事計画認可申請

保安規定変更認可申請

新
規
制
基
準
適
合
性
に

か
か
る
申
請

美浜発電所３号機の各申請手続きスケジュール

運転期間延長認可申請

H27.11.26

提出

H27.3.17

提出

H27.11.26

提出

H28.10.5

認可

H28.11.30

運転期間満了

H27.3.17

提出

①
事
故
発
生
防
止
対
策

　

地
震
や
津
波
、
火
災(

外
部･

内
部)

　

等
の
自
然
現
象
か
ら
発
電
所
を
守
る
備

　

え
等

③
重
大
事
故
拡
大
防
止
対
策

　

現
場
へ
の
ア
ク
セ
ス
ル
ー
ト
確
保
の
た

　

め
の
車
両
整
備
、
放
射
性
物
質
の
放
出

　

抑
制
、
原
子
炉
格
納
容
器
の
水
素
爆
発

　

防
止
対
策
等

③
核
燃
料
サ
イ
ク
ル
の
意
義
や
必
要
性
の

　

国
民
理
解
へ
、
積
極
的
に
取
り
組
む
こ

　

と
。

②
安
全
確
保
を
最
優
先
に
、
研
究
開
発
を

　

進
め
る
こ
と
が
で
き
る
体
制
を
速
や
か

　

に
構
築
す
る
こ
と
。

⑤
も
ん
じ
ゅ
の
所
管
省
庁
が
文
部
科
学
省

　

で
あ
っ
て
も
、
核
燃
料
サ
イ
ク
ル
政
策

　

を
堅
持
す
る
た
め
に
、
そ
の
中
核
施
設

　

で
あ
る
も
ん
じ
ゅ
に
つ
い
て
も
堅
持
し

　

て
い
き
た
い
。(

資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
庁)

④
も
ん
じ
ゅ
の
今
後
の
方
針
は
、
政
府
が

　

勝
手
に
決
め
る
こ
と
な
く
、
地
元
自
治

　

体
と
一
緒
に
考
え
て
い
き
た
い
。(

内

　

閣
府)

③
核
燃
料
サ
イ
ク
ル
の
意
義
、
必
要
性
を

　

国
民
に
対
し
て
し
っ
か
り
と
丁
寧
に
説

　

明
し
て
い
き
た
い
。(

文
部
科
学
省)

②
核
燃
料
サ
イ
ク
ル
を
推
進
す
る
と
い
う

　

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
基
本
政
策
の
方
針
は
変

　

わ
ら
な
い
。(

文
部
科
学
省)

①
現
時
点
で
は
具
体
的
な
決
定
事
項
は
な

　

い
。(

文
部
科
学
省)


